
氏名 真田  信治

学部担当科目

・国語学概論Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・日本語の歴史Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・国語学特殊講義（前期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・言語論特殊講義（通年）
・研究演習（通年）
・
・

授業科目

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本方言研究会、社会言語科学会、変異理論研究会

日本語の時空間変異に関する研究

台湾の東呉大学大学院博士後期課程の学生を対象に社会言語学の方法論を講習した。

一般財団法人新村出記念財団監事、日本方言研究会世話人、NPO日本話しことば協会理事

東北大学大学院文学研究科修士課程修了

文学博士（大阪大学）

日本語学、社会言語学、接触言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
人間文化研究機構国立国語研究所での基幹型共同研究プロジェクト「日本語変種とクレオ－ルの
形成過程」のプロジェクトリ－ダ－として、アジア・太平洋の各地においてフィ－ルドワ－クを実施、
研究を集大成した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合研究所運営委員会委員、紀要編集委員会委員、就職委員会委員、学生相談員

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・
・
・
・



監修

単著

研究発
表

講演

講演

講演

研究発
表

④

②台湾で生まれた日本語系クレ
オ－ル語

⑤

①宜蘭クレオ－ルの語彙体系と
その地域差

③河内弁の世界－大阪ことば
のうつりかわり－

④アジアの海を渡った日本語の
特徴

⑤

①方言を使うことで豊かな言語
生活が送れる

③『旅するニホンゴ－異言語と
の出会いが変えたもの』

（その他）

②地図が見せる日本語の新た
な顔

⑤

⑤日本語変種とクレオ－ルの形
成過程－接触言語学の現場か
ら－

④

130p

③

河内長野市立市民交流センタ－

（学会発表）

2013年10月

①宜蘭クレオールの音韻覚書

②

②

③

④

学術総合センター（一橋講堂）

インタビュー記事

博報児童教育振興会

台湾・真理大学

新刊紹介記事

簡月真と共同で発表（愛知学院大学）

学術総合センター（一橋講堂）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①The Japanese Language in
Palau.

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成25年10月  関西学院大学

国立国語研究所平成25年9月

Journal of Policy
Studies  No.44

月刊清流 21-1

にほんごっ子　最終号

日本語学33-3

2014年2月

2014年2月

2014年3月

2014年2月

語彙研究会第93回例
会

人間文化研究機構公
開講演会・シンポジウ
ム
河内長野地域学講座
Ⅲ

国際学術シンポジウム

国立国語研究所・共同
研究成果発表会

2013年9月

2013年11月

2013年6月


